
横浜清陵総合の特色科目 

１年次 ２単位 

「産業社会と人間」 

２年次 ２単位 

「コミュニケーション」 

２年次 １単位 

「視点」 

【総合的な学習の時間】 

３年次 ２単位 

「探求」（課題研究）

【総合的な学習の時間】

総合学科の教育の特色 
 

(一) 将来の職業選択を視野に入れた自己の進路へ

の自覚を深めさせる学習を重視すること。 

 

(二) 生徒の個性を生かした主体的な学習を通し

て、学ぶことの楽しさや成就感を体験させる学習を

可能にすること。  

４つの特色科目 
 

総合学科の教育の特色を実現するために、清陵では

学びの背骨となる４つの科目を配置しています。 

 

清陵では、「コミュニケーション」を「産業社会と人間」の発展科目として設置しています。 

産人の体験型授業の中で職業観を身につけた上で、社会に出て必要なコミュニケーション力を身につけます。 

「課題研究」を進める中で、社会に出て必要な問題解決能力・企画力・文書作成力・発表力を身につけていきます。 

２年次の「視点」では、その準備として論文の書き方を学び、課題研究のテーマ決めを行います。 

マルチメディア系科目の「実技試験」と「プレゼン試験」 

定期試験を利用した学習効果の高い試験形式の実践報告 

神奈川県立横浜清陵総合高等学校・五十嵐誠 
１．学校紹介 
 平成１６年に２つの普通科高校の統廃合により開校。
情報科学系列など６つの系列があり、必履修科目以外
は興味関心や進路に応じて自由に科目を選択すること
ができる単位制総合学科高校です。 

 

 
  

図１ 
 上図に示す４つの特色科目では、繰り返し発表する
機会があり、表現力に裏付けされたプレゼンテーショ
ン能力・コミュニケーション能力が身につきます。 
 最近では、総合学科高校として成功している「キャ
リア教育の実践」の部分が取り上げられることがあり
ますが、その基盤は「産業社会と人間」と「情報A／
情報B」の連携が支えていると言っても過言ではあり
ません。また、行事の新聞や発表会のポスターなど、
「DTP入門」「DTP活用」の授業の成果物が校内に掲
示され、豊かな学生生活を盛り上げています。そのた
め、内外から情報教育に強い学校と評価されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 

２．報告内容 
 分科会では、実技が多い情報の科目における「実技
試験」と「プレゼン試験」の実践を、実際の映像をつ
かって報告させていただきます。どちらも評価のため
だけでなく、次の課題に向けて技術の定着や意欲を高
める効果があります。これらの試験形式の活用につい
て参考になれば幸いです。 
報告の対象とする科目は、新聞やポスターを題材に、
情報を伝えるための DTP 技術を扱う「DTP 入門」
「DTP活用」、そして、科目の集大成として３Dアニ
メーションと画像を合成したムービーを作成する「図
形と画像の処理」になります。 
 
３．担当している科目 
 私は、特色科目である「産業社会と人間」と「探求
（課題研究）」の他、情報科の科目では「情報B」、「DTP
基礎」「DTP入門」「DTP活用」「図形と画像の処理」
を担当しています。下線を引いたマルチメディア系の
科目においては、前半の定期試験はペーパー試験です
が、後半の定期試験では実技試験またはプレゼン試験
を課しています。なお、「DTP基礎」は夏季休業中に
35時間で実施する短期集中講座のため、定期試験にあ
たるものを行っていません。 
 
４．実技試験の実践とその効果・問題点 
 ここで言う「実技試験」では、身につけたい技術の
習得の度合いを測定する目的と、試験を機会に技術を
定着させる狙いがあります。試験時間割に組み込んで
実施し、評価活動に積極的に使う実技演習と考えるこ
とができます。実施するためには、少人数レッスンの
科目で、試験中に受講者全員が同時に PC教室を利用
できることが必要です。 
 「実技試験」を行っている情報の科目は、私が担当
する「DTP入門」「DTP活用」と、他の教員が担当し
ている「情報処理技術」になります。「情報処理技術」
は全商の情報処理検定の合格を目指す科目なので、検
定対応の実技試験を行っています。「DTP入門」「DTP
活用」では、ソフトウェアがMicrosoft社のOffice製
品と Adobe社の Illustratorと異なりますが、どちら
もベジェ曲線を使って既存の画像をトレースする実技
試験を行っています。「DTP入門」は手書きのイラス
ト、「DTP活用」は図１の下方にある港から丘までの      
シルエット図などが対象となります。評価の観点を事



前に予告して練習問題を与えるので、生徒はトレーニ
ングをして試験に臨みます。 
 生徒にとっては通常の授業中の実技演習よりも高い
レベルで取り組む姿勢が見られ、時間に追われる中で
作業の工夫をしていることを観察してきました。試験
によって、遅れていた生徒も一定レベルに到達するこ
とができます。学習効果だけでなく、授業時間の確保
という観点からも、試験期間中の試験として実施する
ことはメリットがあると考えています。 
 一番の問題点は、PCのトラブルがあった場合です。
幸い事故は起きていませんが、心配は拭えません。具
体策として、フリーズ等のアクシデントの影響を軽減
するため、１５分毎に別名で保存させています（図３）。
終了時は上書き保存して提出させますが、ソフトを閉
じずにそのままにさせて退出させ、教員の責任で最終
確認をしています。また、試験中に管理用モニターで
各 PCの画面を巡回表示させ、それをビデオに録画し
ておくなど、二重の対策を練っています。 
 
 
 
 
 
 

図３ 
 
５．プレゼン試験の実践とその効果・問題点 
 ここで言う「プレゼン試験」は、作品の提出と共に、
そのコンセプトや工夫した点などをアピールするもの
です。作品で伝えたい事や表現したい事、つまり「情
報」をどのようにデザインしているのかを聞きとるた
めに行っています。同時に提出させる作品とコンセプ
トシートと合わせてプレゼンも評価材料になります。
必ずビデオ撮影をしておくので、プレゼンをじっくり
と評価することができます。 
 「DTP入門」では、作品を作るたびに授業時間中に
アピールと相互評価を行っています。年間のまとめと
して、一年間の作品を紹介する三つ折りチラシ（A4
両面印刷）を作成しますが、この課題については後期
期末試験にてプレゼン試験を行います。作品を３枚印
刷し、２枚は片面ずつ掲示し、１枚は三つ折りして手
で持って説明に使います（図４）。この課題に取り組む
前には前年度のプレゼンをビデオ紹介しているので、
三つ折りチラシ特有の、開いて見て行くストーリーを
考えた構成が出来るようになります。これは、ラフス
ケッチを描く段階で分かります。 
 「DTP活用」は「DTP入門」を履修した生徒が受
講できる科目なので、早い時期からプレゼン試験を行

っています。実際に、定期試験の日程に合わせて作品
課題を計画しています。高校生は一般教科と同様に、
定期試験に向けて努力する傾向がありますので、この
科目では「実技試験」と「プレゼン試験」が定着して
います。後期期末試験では、３月末に行われる特色科
目発表会のポスターを作成し、このプレゼンを行いま
す。日程に余裕がある年は、複数のポスターを作成し
てプレゼンします（図５）。この「DTP活用」では、
プレゼン試験を繰り返すに度に、次の作品のコンセプ
ト作りがしっかりしていくので、この効果は絶大です。 
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 「DTP活用」は受講人数が少ないのですが、「DTP
入門」は 20 名が定員なので、ひとり１分のプレゼン
としても、準備と入れ替えの時間を含めると、50分の
試験時間もきついという問題点があります。そこで、
複数の試験時間帯を確保して、指定の時間内に個別に
プレゼン試験を行った年と、きついのを承知で速やか
な入れ替えで試験時間内に行った年があります。前者
の場合は控室を用意しておいて、一人ずつ試験会場に
呼んで行い、後者の場合は受講生全員の前で流れ作業
のように行いました。 
 「図形と画像の処理」は、前期はCGクリエイター
検定３級のテキストとカリキュラムを利用して基礎理
論と基礎実習を重ね、後期後半からは３DCG アニメ
の制作、そして総合課題としてアニメと静止画像・動
画を合成したショートムービーを作ります。後期期末
試験は、完成ムービーと、ソフトウェア上の制作工程
を示してプレゼン試験を行います（図６）。このプレゼ
ン試験という到達目標があってこそ、生徒が夢中にな
って制作に取り込めているという効果を感じています。 
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